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１、令和４年１月２７日、由利本荘市教育委員会臨時会が、西目総合支所 ２階 第３会

議室に招集された。 

 

１、本日の出席委員は次のとおりである。 

１番 教育長 

２番 委 員 

３番 委 員 

４番 委 員 

５番 委 員 

 

１、教育委員会事務局より出席した職員は次のとおりである。 

教育次長 

教育総務課長 

主幹兼学校教育課長 

書記（教育総務課参事） 

 

１、本日の会議の日程は次のとおりである。 

令和４年１月２７日 午後１時２０分 開会 

日程第１ 会議録署名委員指名 

日程第２ 事務局報告 

日程第３ 議案審議 

   議案第１号 職員の懲戒について 

日程第４ その他 
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１、会議の顛末 

 

教育長 

 

 

 

 

教育次長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

教育長 

委員 

 

教育総務課長 

 

委員 

教育総務課長 

 

教育長 

 

教育総務課長 

教育長 

 

 

 

開会（午後１時２０分、会議の開会を宣言） 

それでは、１月の教育委員会臨時会を開会します。 

日程第１、会議録署名委員の指名を行います。教育委員会

会議規則第１８条第２項の規定により、会議録署名委員に、

４番委員、５番委員を指名します。 

日程第２ 事務局報告をお願いします。 

報告事項につきましては、この後の定例会でお話しさせて

いただきたいと思いますけれども、本日の定例会に議案があ

ります。先般議案はなしということでお話ししておりました

が、機構改革に伴う議案でありまして、来月の定例会でと考

えておりしたが、市当局との調整が整いましたので、このた

び議案として上げさせていただきましたので、よろしくお願

いします。以上でございます。 

日程第３ 議案審議に入ります。議案第１号について、事

務局より説明をお願いします。 

それでは、議案第１号について説明いたします。 

こちらは、教育委員会職員に懲戒処分が発令される見込み

となりましたので、教育委員会にお諮りするものでありま

す。 

（議案第１号 職員の懲戒について、を説明） 

 これについて、何かご質問ありますでしょうか。 

 点数のつく違反した場合はすべて懲戒処分の対象になり

ますでしょうか。 

 最高速度違反につきましては、３０㎞超過など免許停止対

象となる場合に懲戒処分になります。 

 一時停止違反とかは懲戒処分にならないのですね。 

 懲戒処分にはなりませんが、違反の程度によりまして、口

頭注意や厳重注意など何らかの処分は発令されます。 

 これについては、ご了解いただけますでしょうか。 

（教育委員了承） 

実処分の辞令は２月１日に予定しております。 

 それでは、日程第４その他に入ります。 

 お手元にある資料に沿って進めてまいります。令和４年度

教育方針について、教育次長よりお願いします。 
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教育次長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育次長 

 

 

 

教育長 

（作成中の令和４年度教育方針の概要について説明） 

 教育方針について、ここでお諮りしているのは、教育方針

を出してから後から追認という形でなくて、委員会の総意と

して示していくという風に考えておりますので、皆様から意

見をいただければと思っております。今すぐ出なくても結構

ですので、来月１０日までには形を整えなければなりません

ので、来月頭ぐらいまでにご意見をいただければと思いま

す。 

 この中で２つ今までと違えて書いています。一つがＧＩＧ

Ａスクールについてと、もう一つが教育研究所等の再編につ

いて、頭出しをしていますが、令和４年度に見直しをかけて

教育支援センターという形に変えようと考えていますので、

そのことについては、あとで具体的な話を令和４年度の中で

検討させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 ３つの理念の中の「生涯学び続けようする学ぶ目と心を持

ち、どんな難題でも自分で解決できるひとづくり」のうち、

難しいなと思ったのが「どんな難題でも自分で解決できるひ

とづくり」の部分です。どんな難題でも自分ひとりで解決す

る人はなかなかいないのではないかと。目標にする分には良

いのですが、具体的にどんな難題でも自分で解決できる私は

いるだろうか。ここで私自身が挫折してしまう。難題の前に

潰れてしまうのでなくて、それを乗り越えていくひとづくり

という意味で、言いたいことはわかるのですが、例えばどん

な難題でも挫折することなく自分の生きる道を探っていけ

るとか、難題を解決するというなかなか難しい言葉よりも、

もう少しやさしい言葉にできたら受け入れやすいのでない

かと思いました。 

 その通りだと思います。こういう意見をいただければ変え

ていきたいと思います。これはどこかから引用しています

か。 

 これは由利本荘市の教育に書かれている目指すものなの

ですが、教育方針は、必ずしもそういう文言を使わなくても

良いわけですので、今のご意見は非常にありがたいと思いま

す。 

 これを変えていきながら、由利本荘市の教育も整合性を取
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教育次長 

 

教育長 

 

 

 

教育次長 

 

 

教育長 

 

 

学校教育課長 

教育長 

委員 

 

学校教育課長 

委員 

 

学校教育課長 

委員 

 

学校教育課長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

教育長 

って合わないものを変えていくべきと思うので、そこも調整

しながらいきたいと思います。 

 来年度も由利本荘市の教育を作成するわけですので、反映

させていきたいと思います。 

 その他にこれまでの「子どもに寄り添い、教え、導く」の

部分を「子どもに寄り添い、支え、つなぐ」に変えておりま

した。個別でも結構ですので、お気づきの点をご連絡いただ

ければと思います。 

 議会の始まる前には、最終的にできあがったものを事前に

差し上げるような形にしておりましたので、お知らせしてお

きます。 

 この点については以上でよろしいでしょうか。 

 それでは次に子供の学びアップデートプランについて、お

願いします。 

（子供の学びアップデートプランについて説明） 

 これについて、何かご意見ご質問ありますでしょうか。 

 県立大学の学生は、日中に学校に協力できる体制でしょう

か。 

 そのように教授の方から聞いています。 

 私も県立大学の学生を結構使っていたのですが、授業とテ

ストが近づくとアウトになることが良くありました。 

 その期間は外す形になります。 

 予定していたものが肝心なときに急に来られなくなった

ことが、結構ありましたので。 

テクノネットワークの方が大学の方に照会して、学校の方

はこの期間に来てもらいたいという形を照会して、学生のテ

スト期間などは一切だめだというところもきちんと整えた

うえで進めていくという形になっておりました。 

 工学部の子供達は実験もあるので、予定どおり実験が進ま

なかったりして、キャンセルになったりとかでトラブルがあ

りました。でも担当の先生がきちんとしているので補充はし

てもらっていたのですが、慣れるまでストレスがありまし

た。たまたまある学校にだけストレスがかかることがあった

ら大変だなと思いました。 

 その調整をテクノネットワークが担うことになります。 
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委員 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

学校教育課長 

委員 

学校教育課長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

他に何かご質問等ありますか。 

 ソフト関係はそれで大変良いと思いますが、問題はハード

面におきまして、子供達の数が多いですし、台数も結構ある

と思いますが、故障などのトラブルはどこがどのように対応

しますか。 

 故障については、スダキ商事さんと契約していまして、故

障に対しては対応しておりますけども、子供達がこの後減少

していきますから、タブレットが少しずつ余っていきますの

で、先生方に同じタブレットを渡しながら子供達に教えてい

くこともあります。 

今後、子供達が減少していくことがわかっていますから、

壊れた場合には、保険もつけますが、とりあえずは余剰で対

応していくことになります。 

子供達が実際に壊した場合は実費弁償になりますか。 

そこまでは求めておりません。 

 タブレットはレンタルでしょうか。 

 購入しております。 

 今回、大学生を使う目的の中のある一部分で、由利本荘市

の中でＩＴ関係で大きくやっているのはスダキ商事さんし

か、現状ではいないのですね。フォローキューブというベン

チャー的な人達もいますし、人材をある程度作っていただき

たいし、もっと層を厚くしないと私達自身が共倒れしてしま

う怖さがありまして、そういう意味で学生を何とか使って、

育てたいという思いがあります。 

 学生は４年で卒業していきます。すごく良い学生に巡り会

って良かったと思っても４年で卒業してここを離れていき

ますから、経験豊かな教授は上手にペアを作ってやってくだ

さるのですが、その年々で人材に差があって、バランス良く

つなげていくのはかなり難儀したのですけども、それが、す

べての学校になるのでかなりの数になります。何人確保され

ているのかわかりませんが、必ずトラブルが出てくると思い

ますので、予想しておいた方が良いと思います。 

 フォローキューブのようなところが育った人材を雇用し

て、ここでも勤めて生計を立てられるという形にもっていけ

ればと。その土台を作りたいと思っています。 
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委員 

 

教育長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

教育長 

 

 

 

学校教育課長 

教育長 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 県立大学は就職率が良くて、県外の優秀な企業に持って行

かれてしまうので、優秀な学生ほど県外に就職してしまう。 

 一番考えていたのは、県立大学生が地元との結びつきがほ

とんどなくて、愛着をなかなか持つ場面がないから、学校に

いっぱい行って子供達と会って、自分はこの子供達を伸ばし

たいな、そのための仕事に就きたいなと思ってもらえれば、

もしかしたらここでの就職とか、もう少し増えることを期待

したいなと。 

 子供達が県立大学の学生と一緒に過ごすことで、県立大学

に入りたいという気持ちにはなるし、憧れを持つのでとても

良いことだと思います。 

 やってみてどういう反応が起こるかを、あとでリサーチし

ていきたい。 

 そうすれば、最後、冬休み後のコロナウイルス関係情報に

ついてお願いします。 

（コロナウイルス感染情報について説明） 

 ご意見をお願いいたします。 

 学校休校が少しずつ延長になるときりがない。確かに範囲

がわかるのであればその対象範囲で留めていただければと

思います。ですから、学年というよりクラス単位で、その子

の接触状況を把握してもらって小さい範囲で続けていくこ

とお願いしたいと思っています。 

 大筋そうなのですが、具体的にどうしたらよいかというこ

とを考えていたのですが、少なくとも休校になる前に感染者

との接触があった場合は休校が７日間。今度、金土日を入れ

て全部で１１日の延長となった。月曜日からの再開はかまわ

ないと思います。その時点で陽性者が出た場合は、対応とし

ては、まずは学級単位ですね。その子の出た学級を何日間の

学級閉鎖にする。複数のクラスに渡れば学年という形になっ

て、少なくとも出ていない学年までは閉鎖する必要はないだ

ろうと。単位としては、学級単位。もし複数の学級であれば、

場合によっては複数の学級だけにするか、あるいは合同授業

とか接触があった場合は学年での閉鎖。その場合の日数は何

日が妥当かというと、その間ＰＣＲ検査を対象者に行うこと

として、結果がわかるまでの日数を見ると３日～５日間です
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

ね。そのどれを取るかはその時の状況で、それこそ保健所の

助言で３日するか、５日にするか。保健所に聞けることは本

当にありがたいと思います。具体案として考えたところでし

た。 

 小学生は、自分の学級だけに収まっていない。もし集団登

校があれば上学年の子が下学年の子と手をつないで登校し

たりと、非常に接触が多いのが小学生なのです。他の市は、

学級閉鎖、学年閉鎖だけで、うちの市だけ休校になっている

のですけども、それが急激に広がらなかった要因かなと様子

をみていました。 

とても教育的ではないのですけども、これから学級閉鎖、

学年閉鎖にするとなれば、他学級との接触を極力抑えていく

暮らしぶりを推奨していかなければいけなくなるのではな

いかなと。他学年の子供の面倒をよく見てという学校の教育

方針とは真逆で、非常に難しいなと思っています。 

いつまでも休みが続くと進路とか評価とか、先生達、窮屈

になってくるので、教育的でない言葉を吐かなければいけな

いことが残念ですが、３月に向けて決断していかなければい

けないのでないかなと伺っておりました。 

他の委員と同じです。 

休校も十分あり得るのですけども、その状況に応じて臨機

応変にある程度相談しながら、柔軟性をもっていかないと、

この難局を乗り切れそうにないので、考えていきたいと思い

ます。 

何かありましたら、その都度、情報は出して行きたいと思

いますのでよろしくお願いします。 

 こちらからは以上となりますが、他に委員の皆さんからあ

りますか。 

 セクハラ・パワハラ問題のその後が気になっておりまし

て、改善策、再発防止としてどういったことを取り組まれて

いるか。 

 教育者のパワハラは、ワンマンの社長のパワハラと全然違

うと思う。生徒のいじめがあっても、先生がそうであれば解

決ができないと思うので非常に重く見ている。 

先生の９割がやりすぎだと認識していたと。それが教育委
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

教育長 

員会に伝わっていたのか、伝わっていなかったのか。教育委

員会で認識していたのであれば、教育委員会の責任も重いと

思っていることが一つ。 

 人事に関しても、その職員がいきなり変わるわけでなく芽

はあったはずであり、そのような方をトップに据えていたこ

とに対する、教育委員会事務局の人事に対する適切さについ

て、出たときから重く感じています。 

 それに対して現場の先生が直接教育委員会に言えるよう

な体制、人事に対して危機感を持っていましたので、この機

会にお伝えしたかった。 

 今、具体的にやれることは、ホットラインのようにして、

職員が直接、自分達で考えている不都合なことを学校の中を

飛ばしてでも言えるものについては学校に連絡しています

が、それをどのように、よりハードルを低くして、連絡が入

るようにするかということについて、もう少し検討していき

ます。 

 もう一つ、管理職登用については今回の話を受けて非常に

私も重く考えるようになりました。きちんと課題解決してい

くし、人の話を聞ける人でないとだめだなということについ

て、非常に考えました。今後についても、自分の中でも整理

していきたいし、委員会の中にも諮っていきながら、再発防

止に努めていきたいと思います。 

 人は、長所もあれば短所もあって、短所をどこまで改善で

きるか、若しくは表に出ないようにできるかということは、

組織のあり方として大切だと思います。 

 もう少し検討させてください。 

 教育長がそのような考えで、安心しました。 

 他にありますでしょうか。（なし） 

 

 以上をもちまして、由利本荘市教育委員会１月臨時会を閉

会いたします。 

 

閉会（午後２時００分、会議の閉会を宣言） 
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